
現「子どもスマイルプラン」の構成 

 

○計画期間：平成２７年度～令和元年度（平成２７年３月策定【平成２８年３月改訂】） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

― ライフステージ毎に切れ目のない取組 ― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料２－２ 

総合目標① 

「合計特殊出生率」 

1.8 台 

（希望出生率） 

総合目標② 

「地域社会の見守りの中で、

子どもが元気に育っていると

感じる県民の割合」 67.0％ 

結婚・妊娠・子育てなどの希望がかない、 

 

すべての子どもが豊かに育つことのできる三重 

めざすべき社会像  おおむね 10 年後 

取組を進める上での前提や約束事 

（１）子どもの最善の利益を尊重する 

（２）「家族」形成は当事者の判断が最 

優先される 

（３）人や企業、地域社会の意識を変 

える 

（４）「家族」の特性に応じてきめ細か 

に支援する 

（５）子どもの育ち、子育て家庭を地 

域社会で支える 

計画推進の原則 

子育て妊娠・出産 若者／結婚子ども・思春期

働 き 方 

解決を図る必要性と優先度が高く、中長期的な展望のも

とに、５年間で集中的に取り組む内容 

①ライフプラン教育の推進 

②若者の雇用対策 

③出逢いの支援 

④不妊に悩む家族への支援 

⑤切れ目のない妊産婦・乳幼児ケアの充実 

⑥周産期医療体制の充実と在宅での療養・療養支援 

⑦保育・放課後児童対策などの子育て家庭の支援 

⑧男性の育児参画の推進 

⑨子育て期女性の就労に関する支援 

⑩企業による仕事と子育てとの両立に向けた取組の支援 

⑪子どもの貧困対策 

⑫児童虐待の防止 

⑬社会的養護の推進 

⑭発達支援が必要な子どもへの対応 

重点的な取組 

重
点
目
標 

 

 

 

 

各取組に

共通する

視点 

「家族」

の形成や

機能を支

える取組 

第１回会議で

の協議項目 


